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１．はじめに 

 本稿は、単元「情報通信ネットワークと

コミュニケーション」（教科書：日本文教出

版「社会と情報」）での、レポート課題に関

する授業実践をまとめたものである。本単

元では、「情報通信ネットワークのしくみや

特徴を踏まえ、効果的なコミュニケーショ

ンの方法を習得させるとともに、情報の発

信及び受信時に配慮すべき事項を理解す

る」を学習目標とした。 

 レポート課題において、レポートの内容

の質を向上させることは重要であるが、そ

の内容を伝える文章力も併せて必要である。

授業でレポート課題を行った場合、授業中

の机間指導で、たとえば、指示された視点

を盛り込んでいるか、レポートテーマに対

して十分な調査を行っているか、考察が独

創的であるかなど、レポート作成の視点に

ついて指導することはできる。しかし、一

クラスに対して、その場で個別にレポート

がわかりやすい文章であるかどうかをチェ

ックすることは難しい。よって、生徒それ

ぞれが、「わかりやすい文章とは何か」を意

識しながら、レポート作成を行える工夫が

必要である。 

今回、筆者はパソコンを用いたレポート

課題において、文章診断ソフトウェア（今

回は、株式会社ＴＨＥ ＮＥＴの文章力向上

支援ツール「ＳＡＩ」を利用した。）を利用

し、「わかりやすい文章とは何か」を意識し

ながらレポート課題に取り組めるように、

授業を実践した。その成果と今後の取り組

みを報告する。 

 

２．授業の流れ 

本単元は、全６時間で授業を行った。各

時間の内容は、第１時「ＷＷＷのしくみを

理解しよう」、第２時「ＷＷＷを利用したコ

ミュニケーションの特徴を調べてまとめよ

う。その１」、第３時「ＷＷＷを利用したコ

ミュニケーションでの利点と利用時の配慮

事項を考えよう」、第５時「電子メールが届

くしくみをもとに利点と利用上の配慮事項

を考えよう」、第６時「電子メールを利用し

たコミュニケーションの方法を習得しよ

う」とした。 

 本単元では、ＷＷＷを利用したコミュニケ

ーションとして、ブログ、ウィキ、電子掲示板、Ｑ

＆Ａサイト、動画共有サイト、ＳＮＳの６つのサー

ビスを挙げ授業を進めた。単元第２時、第３時、

第４時において、レポート課題を通して学習目

標を達成できるように授業を行った。第４時で

ＷＷＷを利用したコミュニケーションでの利点と

利用時の配慮事項を考えるために、上記の６

つのサービスについて、教科書やＷｅｂを利用

して調べ、レポートにまとめさせた。６人グルー

プを作り、その中で、６つのサービスの中から１

つ担当し、レポートを作成した。レポート作成に

際して、「各サービスの概要や特徴」、「実際に

利用させている主要なサービス名」、「コミュニ

ケーションの形態（１対１または１対多か、同期

か非同期か）」、「そのサービスで使用している 

 

図１：レポートのフォーマット 

 



◆◆◆都高情研 2014 

- 11 - 

 

図２：診断する文章の入力 

表現メディア」、「そのサービスに関係する

最近のニュース」の５つの視点を盛り込む

ように指示した。レポートは図１に示すフ

ォーマットを用意し、生徒はそのフォーマ

ットを使ってレポートを作成した。レポー

トの分量はＡ４用紙に収まる程度とした。 

レポート完成後、単元第４時でグループ

の仲間に自分の作成したレポートを配布し、

レポートを用いて、各サービスについて、

お互いに解説し合った。その後、レポート

課題の内容を踏まえ、ＷＷＷを利用したコ

ミュニケーションでの利点と利用時の配慮

事項を考え、グループごとに発表し、全体

でまとめた。 

 

３．ポイントなる授業内容 

 単元第２時と第３時の前半で、レポート

を作成し、第３時の後半で文章診断ソフト

ウェアを使用して、生徒がそれぞれ、レポ

ートを添削する。生徒は、図２のように文

章診断ソフトウェアの入力フォームに、タ

イトルと本文をコピーアンドペーストし、

診断ボタンを押す。図３のように表示され

た診断結果とアドバイスをもとに、文章を

添削する。今回は、８０点以上を目指して、

繰り返し添削を行わせた（「ＳＡＩ」基準は

６５点以上）。 

 

４．授業実践の成果 

 自分で書いた文章の評価が、その場です
ぐに点数として表示されるので、生徒が

添削を意欲的に行うことができた。 

 
図３：文章の診断結果 

 文章診断ソフトウェアの評価には、点
数だけでなく、文章をよりよくするた

めのアドバイスが表示されるため、添

削することを通して、生徒が、「わかり

やすい文章」を作成する上でのポイン

トを学ぶことができた。 

 教員がレポートの点検や評価をする際
に、文章の書き方の指導の時間が省け

レポートの内容の理解に集中すること

ができた。 

 

５．おわりに 

今回の授業実践を通して、授業内容とソ

フトウェア利用の相性を考えることが必要

であると考える。今回は、教科書やＷｅｂ

ページを参考にした調べ学習の内容を添削

したが、自分の考えや意見など、生徒がオ

リジナルで考え書いた文書に対する添削の

ほうが、利用価値が上がると考えられる。

今後は、実習や実験の考察をまとめさせる

ようなレポートに利用していきたい。 

 また、文章診断ソフトウェアは、用意さ

れた基準によって文章を診断するものであ

るので、文章の内容の良し悪し、レポート

テーマに沿って書かれているかどうかは評

価できない。今後は、生徒が添削とともに

レポートの内容の質についても意識しなが

ら作成を行えるような工夫をしていきたい。 
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